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厚生文教委員会

 東京都 東村山市
民間事業者提案制度

　各常任委員会では、先進事例の調査を行い、市政の発展に活かすことを目的に行政視察を行っています。
視察の詳しい内容は、右の二次元コードからご確認いただけます。

総務産業委員会

 埼玉県 ふじみ野市
 ■ 5 月 13 日～ 14 日 ■ 5 月 11 日～ 12 日

報視行 政 察 告

ふじみ野ステラ・ウェスト

P I C K   U P！！ 審議された議案の一部を解説

０１
議案第３２号
工事請負契約の締結について

▶令和８年第２回定例会は、６月４日から６月３０日の２７日間の会期で開催し、合計３６件の市長提出議案を審
議しました。また、６月１８日、１９日には議案に対する質疑及び一般質問が行われました。

０３
議案第５４号
柏原市市税条例の一部改正について

０４ 議案第５７号
令和８年度柏原市一般会計補正予算（第２号）

　令和８年から所得税の源泉徴収対象となる年金
収入基準額が引き上げられることに伴い、所得税と
個人市民税との収入基準に差が生じるため、適切
な税額計算を行えるよう「扶養親族等申告書」の
提出が必要となります。

　個人番号カードの機能が一体化された「特定在留
カード」及び「特定特別永住者証明書」が創設されます。
これらの特定在留カード等を利用して印鑑登録証明書
の申請が出来るように条例を改正します。

▶高齢者インフル・新型コロナ予防接種業務委託料

年金受給者は扶養親族等申告書の提
出が義務化されます

特定在留カードで印鑑登録証明書が
申請できます

一般会計補正予算（第２号）の一部を
紹介します

０２
原案可決 原案可決

原案可決 原案可決

令和８年第２回　定例会令和８年第２回　定例会令和８年第２回　定例会

健康福祉センターを解体します

　健康福祉センターの敷地は借地であるため、返
還に際して現状回復が必要となります。そのため、
敷地内の建物や擁壁などを撤去し、整地を行う工
事を行います。

▶契約相手方　矢野建設株式会社
▶契約金額　    ４億３，１２２万２千円

▶施行日　令和９年１月１日

▶施行日　令和８年６月１４日

▶柏原小学校図書室空調設備更新工事

 埼玉県 朝霞市
官民連携まちなか再生推進事業

 埼玉県 坂戸市
葉酸プロジェクト

本年１０月から新たに高用量インフルエンザ予防接種を
実施します。

柏原小学校図書室の空調設備を更新します。

議案第５３号
柏原市印鑑条例の一部改正について
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府
道
本
堂
高
井
田
線
の
青
谷
バ
イ
パ
ス
の
状
況

に
つ
い
て
問
う
。

　
青
谷
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
が
平
成

４
年
度
に
一
部
事
業
着
手
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和

12
年
度
ま
で
事
業
休
止
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
か

ら
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
大
阪
府
に
対
し
事
業
再

開
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
の
間
、
再
開

は
困
難
で
あ
る
と
回
答
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、

本
バ
イ
パ
ス
が
計
画
さ
れ
て
い
る
周
辺
地
区
の
道

路
は
幅
員
が
狭
い
上
、
急
な
カ
ー
ブ
が
連
続
し
て

て
見
通
し
も
悪
く
、
車
両
の
対
向
が
困
難
な
箇
所

が
多
い
な
ど
、
安
全
面
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
た

め
、
事
業
再
開
に
向
け
、
今
後
も
大
阪
府
に
対
し

粘
り
強
く
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　

府
民
の
命
を

守
る
た
め
、
青
谷
バ
イ

パ
ス
の
事
業
再
開
に
向

け
、
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う

強
く
求
め
る
。

田
中 

秀
昭  

議
員

政
新
会

問答要
望

都
市
整
備

府民の命を守る青谷バイパスの事業再開を

　
小
・
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
の
検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て
問
う
。

　
今
後
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
移
を
踏
ま
え
つ
つ
、

将
来
の
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
庁
内
横
断
的
に

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

学
校
の
プ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
現
在
、

一
部
の
学
校
で
利
用
し
て
い
る
民
間
施
設
を
、
各

学
校
で
利
用
す
る
考
え
を
問
う
。

　
民
間
屋
内
プ
ー
ル
施
設
の
利
用
は
、
夏
場
に
限

ら
ず
水
泳
授
業
が
行
え
る
上
、
施
設
費
用
の
圧
縮

も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
同
様
の
課
題

を
抱
え
る
近
隣
市
町
村
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と

も
に
、
受
入
先
と
な
る
民
間
施
設
の
調
査
も
進
め

な
が
ら
、よ
り
良
い
学
習
環
境
の
整
備
に
繋
げ
た
い
。

　

財
政
面
や
施

設
面
の
課
題
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
環
境
の
充
実
を
最
優

先
の
視
点
と
し
て
議
論

を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

榊
田 

和
之  

議
員

大
阪
維
新
の
会

問答要
望

問答 教
　
育

未来へ進む学校再編とプール改革

　
複
合
施
設
整
備
費
約
34
億
円
の
内
訳
を
問
う
。

　

設
計
業
務
約
1.5
億
円
、
工
事
費
用
約

23.5
億
円
、

建
物
解
体
費
用
約
6.2
億
円
、
そ
の
他
の
費
用
を
合

わ
せ
て
合
計
約
34
億
円
で
あ
る
。

　
物
価
高
騰
等
の
影
響
で
オ
ア
シ
ス
の

解
体
費
用
は
1.5
倍
に
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
解
体
費
用
は
約
９
億
円
に
な
る
。
ま

た
、
情
報
公
開
請
求
に
よ
り
出
さ
れ
た
資
料
で
は
、

23
億
円
の
整
備
費
用
で
２
階
建
て
を
想
定
さ
れ
て

い
る
が
、
市
民
の
望
ま
れ
て
い
る
機
能
を
持
つ
施

設
と
す
る
に
は
３
階
建
て
以
上
の
建
物
が
必
要
で

あ
り
、
総
事
業
費
は
50
億
円
程
度
が
見
込
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
財
政
面
、
駐
車
場
の
確
保
、
利

便
性
、
市
民
へ
の
説
明
不
足
な
ど
課
題
だ
ら
け
で

あ
る
。
当
初
の
計
画
ど
お
り
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

は
長
寿
命
化
改
修

工
事
を
行
い
、
リ

ビ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル

は
、
最
小
限
の
改

修
に
着
手
す
べ
き

で
あ
る
。

日
本
共
産
党問答要

望
等

公
共
施
設

市民文化センター・リビエールホールは直ちに工事を

リビエールホールと
市民文化センター

府道　本堂高井田線付近

橋
本 

満
夫  

議
員

議案・一般に対する個人質疑・質問



　
地
域
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
令
和
８
年
度

の
施
策
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

　
企
業
や
大
学
と
共
に
進
め
る
イ
ベ
ン
ト
企
画
や

情
報
発
信
が
、
地
域
経
済
や
住
民
参
加
を
後
押
し

す
る
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な
収
入
増
加
に
も
寄

与
す
る
と
期
待
し
て
い
る
。　

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
w
a
k
k
a
」
と
室
内

遊
び
場
「
G
r
a
p
i
c
o
」
は
、
愛
称
も
浸
透

し
、
貸
会
議
室
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
、
学

習
室
な
ど
が
幅
広
い
世
代
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

「
G
r
a
p
i
c
o
」
は
、
市
内
外
の
子
育
て
世

帯
に
好
評
で
、
利
用
者
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報

発
信
が
新
た
な
来
訪
者
を
呼
ん
で
い
る
。

　

社
会
実
験
と

し
て
「
w
a
k
k
a
」

の
利
用
時
間
延
長
や

カ
フ
ェ
で
の
ア
ル

コ
ー
ル
提
供
な
ど
、

ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
取

組
を
要
望
す
る
。

中
村 

保
治  

議
員

公
明
党

問答要
望

問答 企
　
画

官民連携で多世代交流の新たな展開を

　
河
川
空
間
の
オ
ー
プ
ン
化
を
活
用
し
た
取
組
を

推
進
す
る
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

　
民
間
事
業
者
等
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
興
行
の
実

施
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

河
川
空
間
の
オ
ー
プ
ン
化
の
枠
組
み
を
活
用
し
た

花
火
大
会
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
か

し
わ
ら
花
火
の
あ
り
方
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
花
火
大
会
は
運
営
コ
ス
ト
の
高
騰
に
よ
り
、
規

模
縮
小
や
開
催
中
止
に
な
る
事
例
が
多
い
と
聞
い

て
い
る
が
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
ど
の
よ

う
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

   
民
間
事
業
者
等
が
主
体
と
な
り
開
催
す
る
手
法

に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

財
政
負
担
や

人
的
負
担
を
考
慮
し
、

民
間
活
力
を
活
か
し
た

か
し
わ
ら
花
火
の
実
施

に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い
の

創
出
と
魅
力
発
信
を
要

望
す
る
。

鶴
田 

将
良  

議
員

大
阪
維
新
の
会

問答要
望

問答 に
ぎ
わ
い

にぎわいの創出・かしわら花火の復活を！

　
柏
原
市
遺
族
会
主
催
で
開
催
さ
れ
て
き
た
戦
没

者
合
同
追
悼
式
の
今
後
に
つ
い
て
問
う
。

　

遺
族
会
は
毎
年
４
月
に
戦
没
者
合
同
追
悼
式
、

８
月
に
お
盆
法
要
を
開
催
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し

て
は
引
き
続
き
補
助
金
を
交
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
以
前
は
天
湯
川
田
神
社
の
慰
霊
塔
前
で
開
催
さ

れ
て
い
た
が
、
開
催
場
所
が
変
更
と
な
っ
た
経
緯

と
市
主
催
で
開
催
す
る
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

　
遺
族
会
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
、
神
社
ま
で
上

る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。
慰
霊

塔
内
の
位
牌
は
全
て
ご
遺
族
へ
返
還
・
供
養
さ
れ
、

現
在
は
慰
霊
塔
の
役
割
は
終
え
て
い
る
。
ま
た
、

大
阪
府
が
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
主
催
で
開
催
す
る
予
定
は
な
い
。

　

戦
没
者
の
追

悼
は
我
々
の
義
務
で
あ

る
。
遺
族
会
の
対
象
範

囲
を
拡
大
す
る
な
ど
、

今
後
も
追
悼
式
が
継
続

さ
れ
る
よ
う
検
討
を
要

望
す
る
。

乾
　 

　一   

議
員

政
新
会

問答要
望

問答 福
　
祉

戦没者合同追悼式の継続を

議案・一般に対する個人質疑・質問
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公
共
施
設
の
複
合
化
案
の
決
定
経
過
を
問
う
。

　
公
共
施
設
再
編
整
備
Ｗ
Ｇ
で
検
討
し
、
昨
年
10

月
末
に
行
財
政
改
革
推
進
本
部
で
内
部
決
定
し
た
。

　
図
書
館
機
能
を
リ
ビ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
に
複
合
化

す
る
案
等
、
複
数
の
案
を
検
討
し
た
の
か
問
う
。

　
様
々
な
案
を
検
討
し
た
上
で
、
人
の
交
流
を
生

み
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
柏

原
駅
周
辺
で
の
整
備
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
た
。

　
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
休
館
の
経
緯
を
問
う
。

　
旧
耐
震
基
準
の
た
め
、
地
震
発
生
時
の
リ
ス
ク

を
考
慮
し
、利
用
者
の
安
全
を
優
先
し
休
館
と
し
た
。

　

改
築
工
事
な
ら
約
１
年
半
で
済
ん
だ
が
、

新
築
案
で
は
柏
原
地
区
に
図
書
館
が
６
年
間
も
な

く
な
る
。
Ｗ
Ｇ
主
導
で
、
リ
ビ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
の

過
大
な
改
修
工
事
を
前
提
に
、
公
民
館
・
図
書
館

の
改
修
計
画
を
や

め
た
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。
複
合

化
の「
白
紙
撤
回
」

を
求
め
る
。

江
村 

　
淳  

議
員

日
本
共
産
党問答要

望
問答 公

共
施
設

廃止ありきの複合化施設は白紙撤回を

　
少
子
化
で
赤
ち
ゃ
ん
と
接
す
る
機
会
が
な
い
子

が
増
え
て
い
る
。
地
域
の
親
子
に
学
校
に
来
て
も

ら
う
「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」
は
命
の
尊
さ
や
感
謝

の
心
を
育
む
。
教
育
効
果
と
少
子
化
対
策
と
し
て
、

導
入
す
る
考
え
を
問
う
。

　

 

乳
幼
児
と
の
ふ
れ
合
い
は
有
意
義
で
あ
る
一
方

で
、
衛
生
面
や
安
全
管
理
等
整
理
す
べ
き
課
題
が
あ

る
。
現
在
の
取
組
の
中
で
は
、
助
産
師
に
よ
る
講
演

会
時
に
、
講
師
自
身
が
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
来
て
触

れ
合
う
機
会
を
提
供
し
た
ほ
か
、
赤
ち
ゃ
ん
と
同
じ

大
き
さ
と
重
さ
の
人
形
を
用
い
た
抱
っ
こ
体
験
等
を

通
し
、
命
の
重
み
を
実
感
さ
せ
て
い
る
。　

   

人
形
で
は
伝
わ
ら
な
い
赤
ち
ゃ
ん
の
体
温

や
に
お
い
、
笑
顔
や
泣
き
声
を
感
じ
る
こ
と
に
意

味
が
あ
る
。
子
育
て
の

経
験
や
子
へ
の
愛
情
を

聞
き
、
慈
し
む
心
や
母

性
父
性
を
育
む
よ
う
な
、

将
来
の
希
望
に
つ
な
が

る
学
び
を
要
望
す
る
。

政
新
会

問答要
望

教
　
育

赤ちゃん登校日「赤ちゃん先生」

　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
田
辺
旭
ヶ
丘

線
の
道
路
整
備
事
業
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
発
展
が

期
待
さ
れ
る
国
分
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に

対
す
る
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
田
辺
旭
ヶ
丘

線
の
整
備
は
、
国
分
地
区
の
利
便
性
向
上
や
活
性

化
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
事
業
で
あ
り
、
市

域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
本
事
業
の
効
果
を
生
か
し
、

公
共
施
設
の
再
編
整
備
を
ま
ち
づ
く
り
の
柱
と
し

て
、
人
が
集
い
、
交
流
し
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を

創
出
す
る
拠
点
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

国
分
地
区
は
、
南
の
玄
関
口
と
し
て
大

き
な
可
能
性
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
。
公
共
施
設

再
編
整
備
の
効
果
を
生

か
す
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
と
一
体
的
に
進
め
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
生

み
出
す
拠
点
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を

要
望
す
る
。

嶋
谷   

一成  

議
員

大
阪
維
新
の
会

問答要
望

ま
ち
づ
く
り

国分地区のまちづくりについて

答 問

山
口   

由
華  

議
員

議案・一般に対する個人質疑・質問

市議会だより 2026.8５５

リビエールホールと
市民文化センター



　

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
状
況
や
効
果
、
安
全
管
理
、

利
用
環
境
、
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
（
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
）
推
進
に
向
け
た
デ
ー
タ
整
備
の
現
状
を
問
う
。

 　

Ａ
Ｉ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
利
用
し
、
文
書
作
成

や
要
約
等
で
業
務
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
環
境
下
の
利
用
に
よ
り
安
全
性
を
確

保
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
研
修
も
実
施
し
て
い
る
。

条
例
や
議
事
録
等
の
Ａ
Ｉ
検
索
を
試
験
的
に
実
施

し
て
お
り
、
今
後
、
デ
ー
タ
の
構
造
化
や
連
携
基

盤
整
備
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
手
法
に
つ
い
て
研
究
・
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

    

生
成
Ａ
Ｉ
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
す
る

に
は
デ
ー
タ
基
盤
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
柏
原

市
の
重
要
な
指
標
の
可

視
化
を
進
め
、
デ
ー
タ

基
盤
の
整
備
と
Ａ
Ｉ
活

用
を
車
の
両
輪
と
し
て
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
政
策

形
成
と
市
民
に
見
え
る

行
政
運
営
を
推
進
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

山
本 

修
広 

議
員

大
阪
維
新
の
会

問答要
望

デ
ジ
タ
ル
推
進

生成ＡＩとデータ活用で進めるＥＢＰＭ

　
柏
原
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部
の
１
年
間
の
振

り
返
り
を
問
う
。

　
６
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、
持
続
可

能
な
市
政
運
営
に
向
け
議
論
を
進
め
て
き
た
。
庁

内
に
お
け
る
情
報
共
有
や
部
局
間
の
連
携
が
活
発

に
な
り
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る
新
た
な
取
組

を
実
施
す
る
な
ど
、
多
角
的
な
検
討
や
効
率
的
な

意
思
決
定
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。

　
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
問
う
。

　
新
た
な
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
個
別

課
題
ご
と
に
議
論
を
さ
ら
に
進
め
、
令
和
10
年
度

の
収
支
均
衡
を
目
指
す
。

　

令
和
10
年
度
予
算
に
お
け
る
収
支
均
衡

に
向
け
た
取
組
を
進
め
、

よ
り
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
施
策
に
つ
な
げ
、

安
定
的
で
充
実
し
た
市

政
運
営
を
実
現
し
て
い

く
よ
う
要
望
す
る
。

峯
　 

弘
之  

議
員

大
阪
維
新
の
会

問答要
望

問答 行
財
政
改
革

行財政改革の取組について

　
教
員
の
休
職
や
減
少
が
続
く
中
、
子
ど
も
の
学

び
を
守
る
た
め
の
働
き
方
改
革
を
問
う
。

　
時
間
外
在
校
等
時
間
は
、
小
学
校

26.5
時
間
、
中

学
校

42.6
時
間
で
、
前
年
度
よ
り
3.1
時
間
減
少
し
た

が
、
月
80
時
間
を
超
え
る
教
員
も
依
然
お
り
、
教

員
が
本
来
担
う
べ
き
業
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
支

援
員
配
置
な
ど
業
務
改
善
を
進
め
て
い
る
。

　
学
校
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
事
案
へ
の
教
育

委
員
会
と
し
て
の
対
応
と
見
解
を
問
う
。

　
慎
重
な
判
断
が
必
要
な
事
案
は
、
弁
護
士
な
ど

の
助
言
を
得
て
対
応
方
針
を
検
討
す
る
等
、
学
校

が
対
応
す
べ
き
課
題
へ
総
合
的
に
支
援
を
す
る
た

め
、
支
援
内
容
を
整
理
・
見
え
る
化
し
、
学
校
が

早
期
に
相
談
で
き
る
環
境
を

整
え
て
ま
い
り
た
い
。

　

国
・
府
の
支
援
制

度
を
活
用
し
な
が
ら
、
学
校

を
孤
立
さ
せ
ず
子
ど
も
に

と
っ
て
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
て
い
く
体
制
の
充
実
を
要

望
す
る
。

奥
山 

　
渉  

議
員

政
新
会

問答要
望

問答 教
　
育

子どもの変化を見逃さない学校へ

議案・一般に対する個人質疑・質問

市議会だより 2026.8 ６



市民交流センター開館記念式典市民交流センター開館記念式典が行われましたが行われました市民交流センター開館記念式典市民交流センター開館記念式典が行われましたが行われました市民交流センター開館記念式典が行われました

　令和８年５月７日に市民交流センター「wakka（ワッカ）」が開館しました。
施設内には株式会社ボーネルンドが設計・施工した室内遊び場「Grapico（グラピコ）」やコミュニティスペース、
学習室などがあります。幅広い世代の方に利用され、楽しんでいただけることを期待しています。

ぎかい
の

ぎかい
の

ぎかい
の

話　題

島
野 

友
子  

議
員

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

防
　
災

小
宮 

早
苗  

議
員

大
阪
維
新
の
会

福
　
祉

議員永年表彰について議員永年表彰について議員永年表彰について議員永年表彰について議員永年表彰について

市議会だより 2026.8７

議案・一般に対する個人質疑・質問

　永年にわたり地方自治の
発展に寄与した功績により、
次の議員が表彰さ
れました。

全国市議会議長会表彰
・議員 20 年               山下亜緯子   議員
                                      奥山　    渉   議員

・正副議長 4 年         田中    秀昭   議員

憲法記念日知事表彰
  ･ 地方自治功労者　山下亜緯子 議員

　
福
祉
避
難
所
の
充
実
に
関
す
る
考
え
を
問
う
。

　
避
難
所
の
再
編
に
伴
い
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
念
頭
に
設
備
を
整
備
し
た
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

「
w
a
k
k
a
」
を
、
新
た
に
福
祉
避
難
所
に
指
定

し
た
。
避
難
所
環
境
充
実
の
た
め
、
今
後
は
備
蓄
品

や
担
当
者
の
訓
練
な
ど
運
用
面
の
充
実
を
進
め
る
。

　
福
祉
避
難
所
の
人
材
配
置
に
つ
い
て
問
う
。

　
福
祉
避
難
所
に
は
福
祉
部
局
な
ど
複
数
の
担
当

課
を
割
当
て
、
新
た
に
保
育
教
諭
の
配
置
も
想
定

し
て
い
る
。
要
配
慮
者
に
は
幅
広
い
対
応
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
研
修
や
訓
練
で
職
員
の
理
解
を
深

め
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
た

民
間
福
祉
施
設
と
の
連
携
も
進
め
て
い
く
。

　

運
営
体
制
を
整
え
、
平
時
か
ら
専
門
職

確
保
の
仕
組
み
や
連
携

強
化
が
必
要
で
あ
る
。

家
族
の
付
き
添
い
を
前

提
と
し
な
い
公
的
ケ
ア

体
制
の
構
築
に
取
り
組

む
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

問答要
望

問答

福祉避難所のあり方について

   

５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

「
w
a
k
k
a
」
で
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
つ
い
て
問
う
。

　
夏
休
み
に
は
造
形
遊
び
教
室
や
音
楽
フ
ェ
ス
タ

等
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
も
関
係
部
署
と
連
携

し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
放
課
後
に
気

軽
に
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
。

　
新
た
な
視
野
を
広
げ
、
社
会
性
を
育
む
場
所
と

な
る
よ
う
、
読
書
ス
ペ
ー
ス
に
学
生
向
け
図
書
の

充
実
を
図
っ
た
。
今
後
は
子
ど
も
た
ち
が
行
き
た

く
な
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
面
で
の
充
実
に
向
け
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
等
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
す
る
。

　
近
年
の
生
活
様
式
の
変
化
に
合
わ
せ
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
で

安
心
し
て
過
ご
せ
る
第

三
の
居
場
所
と
な
る
よ

う
施
設
の
魅
力
向
上
に

努
め
さ
ら
に
親
し
ま
れ

る
施
設
と
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

問答要
望
等

問答

小学生の第三の居場所づくりを

市民交流センター（wakka）の
読書スペース

市民交流センター（wakka）
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・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。　　　・賛成は「○」、反対は「×」と表記しています。
・「◇」は、自己に関する議案のため除斥となります。・会派に属さない議員は「個人」と表記しています。

議
案
番
号

議　　　案　　　名
議
決
結
果

政新会 大阪維新の会 公明党 日　本
共産党

個
人

山
下
亜
緯
子

奥
山　
　
渉

乾　
　
　
一

山
口　
由
華

田
中　
秀
昭

鶴
田　
将
良

榊󠄀
田　
和
之

小
宮　
早
苗

嶋
谷　
一
成

峯　
　
弘
之

山
本　
修
広

中
村　
保
治

大
木　
留
美

橋
本　
満
夫

江
村　
　
淳

島
野　
友
子

報告第　２号
専決処分報告について「令和８年専決第２号　柏原市市税条例の

一部改正について」
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第　３号
専決処分報告について「令和８年専決第３号　令和７年度柏原市

一般会計補正予算（第１７号）」
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第　４号 令和７年度柏原市一般会計予算の継続費繰越計算報告について 報告 − − − − − − − − − − − − − − −

報告第　５号 令和７年度柏原市一般会計予算の繰越明許費繰越計算報告について 報告 − − − − − − − − − − − − − − −

報告第　６号
令和７年度柏原市介護保険事業特別会計予算の繰越明許費繰越計

算報告について
報告 − − − − − − − − − − − − − − −

報告第　７号 令和７年度柏原市下水道事業会計予算の繰越しについて 報告 − − − − − − − − − − − − − − −

議案第３２号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３３号 柏羽藤環境事業組合規約の変更に関する協議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３４号
大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う

大阪広域水道企業団規約の変更に関する協議について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３５号 大阪府後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３６～４９号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意 ○ ◇ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５０～５２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５３号 柏原市印鑑条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５４号 柏原市市税条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５５号 柏原市介護保険条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５６号 柏原市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５７号 令和８年度柏原市一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５８号
令和８年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予

算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５９号 令和８年度柏原市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６０号 令和８年度柏原市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６１号 令和８年度柏原市市立柏原病院事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

令和８年第２回定例会の議決結果

会　派　名 大阪維新の会 政新会 公明党 日本共産党
会派に

属さない議員
島野友子

交付額（利子含む） 1,440,746 1,200,434 480,368 480,313 240,047

支
出
内
訳

研 修 費 38,180 0 0 0 0
調 査 旅 費 282,143 0 0 0 0
資 料 購 入 費 0 14,256 0 5,970 0
広 報・ 広 聴 費 0 0 0 431,200 0

支　　出　　額 320,323 14,256 0 437,170 0
返　　還　　額 1,120,423 1,186,178 480,368 43,143 240,047

透明性を確保するため、収支報告書と会計帳簿を公表しています。
詳しい収支報告につきましては、右の２次元コードから、ご確認いただけます。

※令和７年 9 月
に、市議会議員
の改選があった
ため、改選後の
令和 7 年 10 月
～令和 8 年３月
分までの収支報
告を掲載してい
ます。

編集：柏原市議会広報委員会   委員長：大木留美　副委員長：山口由華　委員：嶋谷一成　江村淳　中村保治

会議は午前１０時から始まります。日程は変更する場合があります。

月　日 会　議　名 内　　容
８月27日（木） 本 会 議 議案説明
９月10日（木） 本 会 議 代表質疑・質問９月11日（金）
９月15日（火） 総 務 産 業 委 員 会 付託議案審査
９月17日（木） 厚 生 文 教 委 員 会 付託議案審査
９月28日（月） 本 会 議 委員長報告・採決

次回 定例会 ( 令和 8 年第 3 回 ) の案内 動画・YouTube 配信
本会議及び常任委員会の映像を
インターネットでご覧いただけます。

◆映像配信ウェブサイト
（録画）※本会議のみ

◆ YouTube
（ライブ中継・録画）

※本会議及び常任委員会

令和７年度（後期）政務活動費収支報告


